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ふ り が な      

所収遺跡名       

ふりがな 

所在地 

コード 
北緯 東経 発掘期間 

発掘面積 

㎡ 
発掘原因 

市町村 遺跡番号 

栗原
くりはら

九十九坊
くじゅうくぼう

跡
あと

 
ぎ ふ け ん

岐阜県 

不破郡
ふ わ ぐ ん

 

垂井町
たるいちょう

大字
おおあざ

栗原
くりはら

中尾山
なかおやま

 

21361 2065 

35゜ 

20’ 

06” 

136ﾟ 

32’ 

16” 

20180702 ～

20180910 
442 

記録保存 

調査 

所収遺跡名       種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

栗原九十九坊跡 社寺 古代 

中世 

近世 

溝状遺構 １条 

土坑 86基 

             

土師器    54点 

須恵器 ４点 

灰釉陶器 ８点 

中近世陶磁器 83点 

石製品 １点 

金属製品   ４点 

瓦      ２点 

 

中世から近世

の遺構を確認

した。古代か

ら近世の遺物

が出土した。 

 要   約 栗原九十九坊跡は栗原山の山頂付近から山麓に立地する寺院跡である。今回

の発掘区は、宝治元（1247）年以前に創建され昭和 48 年に焼失した清水寺跡に

近接し、その前身寺院が所在する可能性がある平坦面に隣接する。発掘調査で

は中世から近世の遺構を確認した。出土遺物は中近世陶磁器類が大半を占める

が、少量ではあるものの灰釉陶器が出土している。また、地形観察の成果から

栗原九十九坊跡は山頂付近に上寺が２か寺あり、下寺が山麓へと広がっていた

と考えられる。これらのことから当該地では古代から近世にかけて大規模な寺

院が展開していた可能性がある。 
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